
健康づくりと交流
ゆるゆる健康交流会

　参加者が楽しみながら健康づくりに取り組む「第

２回ゆるゆる健康交流会」が日野上地域振興セン

ターであり、町民約20人が参加して交流を深めまし

た。町内在住の鍼灸師・たまのて鍼灸院の野口南美

さんが、日常生活で無理なくできるストレッチをレク

チャーし、参加者はその場で実践。また、木の棒を

的に投げて得点を競うスポーツ「モルック」を体験し、

ボードゲーム、お茶、お菓子を用意した休憩所で和

やかに談笑しました。
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総合防災訓練
新たな取り組みも

　大雨による土砂災害警報レベル４避難指示の発

令やがけ崩れ・倒木などを想定した総合防災訓練。

本年度は町の災害対策本部と各まち協の本部をよ

り強固につなぐ「リエゾン」を配置し、避難者数

や公設消防団による災害現地の確認状況などをリ

アルタイムに情報共有しました。訓練の最後には

防災無線で中村町長が訓練協力へのお礼と併せて

「近年は風水害などの被害が甚大化している。各

家庭で備えを行ってください。」と放送しました。
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大阪学院大学の学生が
日南町へ提言

　大阪学院大学の学生23人が日南町を訪れ、持

続可能なまちづくりに向けた課題解決策を提案

しました。学生たちは３日間滞在してフィール

ドワークを実施。トマトジュース加工現場、林

業アカデミー、大宮地域振興センターなどを取

材しました。成果発表会では、役場の人手不足

対策として若者への魅力発信や、トマト加工事

業のコスト削減に向けたSNS活用などを提言。町

は今回の提案を今後の施策に活用していく方針

です。

就農・移住へ
日南トマト体験ツアー

　トマト農家を体験する２泊３日のツアーが行わ

れ、就農に関心のある５人が産地体験をしました。

ツアーは町内複数のトマトハウスを訪問し、収穫

と出荷、栽培管理の葉かきなどを体験。農業経営

シミュレーションや暮らし・住まいの現地案内、

寄木細工ワークショップなど、日南町での就農・

移住を具体的にイメージできる内容も盛り込みま

した。東京都から参加した男性は「仕事の流れが

理解でき、作業が学びになった」と話しました。


